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第10回日本公衆衛生看護学
会、大阪

関美雪, 服部真理子, 石﨑順子, 伊草綾香 2022.1

父親の出産前教育参加の実態とストレス
対処との関係

共同
第68回日本小児保健協会学
術集会

関美雪、服部真理子、石崎順子、佐藤玲
子、上原美子、柴田亜希、伊草綾香

2021.6

⺟親のリカバリー経験の検討 共同
第80回日本公衆衛生学会総
会、東京

〇伊草綾香、延原弘章、関美雪、北畠義
典、上原美子

2021.12

成人女性における健康問題の認知・理解
度と運動・スポーツ実施との関連

共同
第80回日本公衆衛生学会総
会、東京

石﨑順子、大久保菜穂子、服部真理子、
柴田亜希、伊草綾香、関美雪

2021.12

首都圏在住の壮年期の新型コロナ感染症
予防行動と個人属性及び SOCとの関連

共同
第80回日本公衆衛生学会総
会、東京

服部真理子, 石崎順子, 柴田亜希, 伊草 綾
香, 関 美雪

2021.12

卒業時の到達目標の学生自己評価による
保健師教育の評価

共同

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

健康課題を明確化するために、実習地を事例としたデータを用いた演習
を行った。

地区診断論 161

公衆衛生看護学 2 学生が複雑多重事例について理解できるように事例検討会を行った。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
該当なし

（４）その他

新任保健師研修参加者における専門的能
力の獲得：「標準的なキャリアラダー」
による評価（第一報）

共同
第10回日本公衆衛生看護学
会、大阪

石﨑順子, 服部真理子, 関美雪, 伊草綾香 2022.1

新任保健師研修参加者における専門的能
力の獲得：現任教育体制・就労環境との
関連（第二報）

共同
第10回日本公衆衛生看護学
会、大阪

服部真理子,石﨑順子,関美雪,伊草綾香 2022.1

働く⺟親の自己効力感、ワーク・エンゲ
イジメント、 リカバリー経験の関連

共著 あり
伊草綾香．関美雪．上原美子．延
原弘章

2021.12
日本保健福祉学会
誌、28(1) 、15-25

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし
（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2021年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科地域看護学助教
所属学会（役職）  日本公衆衛生学会、日本公衆衛生看護学会、日本小児保健協会、日本保健福祉学会、埼玉県立大学保健医療福祉科学学会

１．研究業績
（１）著作

研究分野 ⺟子保健に関する研究、 働く⺟親に関する研究、 女性のライフスタイルに関する研究
学位 修士（看護学）

学歴
2012年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科、2020年埼玉県立大学保健医療福祉学研究科保健医療福祉学専攻博士
前期課程看護学専修、埼玉県立大学大学院博士後期課程保健医療福祉学研究科保健医療福祉学専攻在学中

氏名 伊草綾香 部署 看護学科 職名 助教
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該当なし
８．特記事項

新型コロナウイルス感染症対策に係る保健所への専門職の支援(2022.2)

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

大学広報活動 オープンキャンパス看護学科実施部会担当として本学実習室の紹介を担当 2021.6
６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

学科等における委員会等 入試委員会部会 2021.4〜2021.3

学科等における委員会等 SPU学会総務担当 2021.10〜2021.3

５．学内運営
項目 内容 期間

該当なし

該当なし

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

埼玉県新任期保健師研修 埼玉県保健医療部
保健医療政策課

保健師人材育成プログラムに基づくキャリアラダー 2021.7,9

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

該当なし 主指導 名 副指導 名

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

地域看護学実習

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

2021.10〜2021.12
訪問看護師の役割の理解や、地域包括支援センターの役割について理解
につながる課題を提示しディスカッションを行った。

公衆衛生看護学実習 2021.5〜2021.7
公衆衛生看護の活動の特徴と保健師の支援方法の理解につながる課題を
提示しディスカッションを行った。

総合実習 2021.7
行政保健師の活動や地域の課題について、保健師活動における企画実施
評価のプロセスを通して提示し、理解につながる課題を提示しディス
カッションを行った。

IPW実習 2021.10
IPW実習の目的に沿って、所属の異なる学生が意見を出し合い、ディス
カッションできるような学習支援を行った。


